
製紙スラッジ焼却灰を有効利用した新技術・新工法
－ 製紙ｽﾗｯｼﾞの焼却副産物利用に関する研究 （Ｈ２０～２２）－
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製紙スラッジ焼却灰は、未だその一部が埋立て処分を余儀なくされているため、
これにセメントを添加して造粒固化あるいは成形固化等の処理を行って、路床材、
路盤材、防草材、コンクリート骨材等の用途に利用する新技術・新工法を研究し
ています。
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これまでの研究により、製紙スラッジ焼却灰の持つ優れた吸水性・保水性を活
かした付加価値 高 新技術 新 法 可能性を有する とが確認 きた と

吸水面位置（１時間後）

浸水面

かした付加価値の高い新技術・新工法の可能性を有することが確認できたこと
から、今後は成形固化物の厚さと、保水した水が蒸発する際の気化熱による表
面温度低減効果の持続性との関係等を明らかにすることとしています。
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